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【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　シフトレジスタであって、
　電圧シフトモジュールと、電圧逆方向モジュールと、補充電圧モジュールと、電圧シフ
ト制御モジュールと、第１の出力ポートと、第２の出力ポートとを有し、
　電圧シフトモジュールは、第１の起動電圧信号の制御のもとで起動電圧と同じ方向の電
圧を受け付け、第２の起動電圧信号の制御のもとで、受け付けた起動電圧と同じ方向の電
圧を前記第２の出力ポートから出力し、同時に電圧逆方向モジュールに出力し、
　電圧逆方向モジュールは、電圧シフトモジュールに接続され、受け付けた前記電圧シフ
トモジュールが出力した電圧と逆方向電圧源が提供する電圧の制御のもとで、起動電圧と
逆方向の電圧を、前記第１の出力ポートから出力し、同時に補充電圧モジュールに出力し
、第１の起動電圧信号と起動電圧源の提供する電圧、あるいは第３の起動電圧信号と起動
電圧源が提供する電圧の制御のもとで、起動電圧と同じ方向の電圧を前記第１の出力ポー
トから出力し、同時に補充電圧モジュールに出力し、
　補充電圧モジュールは、電圧逆方向モジュールと電圧シフトモジュールとに接続され、
受け付けた前記電圧逆方向モジュールが出力した電圧と逆方向電圧源が提供する電圧の制
御のもとで、電圧逆方向モジュールが起動電圧と同じ方向の電圧を出力した場合、前記第
２の出力ポートから前記起動電圧と逆方向の電圧を出力し、同時に電圧逆方向モジュール
に出力し、
　電圧シフト制御モジュールは電圧シフトモジュールに接続され、第３の起動電圧信号と
逆方向電圧源が提供する電圧の制御のもとで、電圧シフトモジュールのオフを制御する、
シフトレジスタ。
【請求項２】
　前記第１の起動電圧信号は第１のクロック信号（ＣＬＫ１）であり、前記第２の起動電
圧信号は第２のクロック信号（ＣＬＫ２）であり、前記第３の起動電圧信号は第３のクロ
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ック信号（ＣＬＫ３）である請求項１に記載のシフトレジスタ。
【請求項３】
　前記電圧シフトモジュールは、
　第１の起動電圧信号（ＣＬＫ１）の制御のもとでスイッチ操作を行い、受け付けた前記
起動電圧と同じ方向の電圧を、充電電圧として第１のコンデンサに出力し、制御電圧とし
て第２のスイッチ素子に出力するように制御する第１のスイッチ素子と、
　第１のスイッチ素子がオンになって起動電圧と同じ方向の電圧を受け付けたとき、第２
のスイッチ素子に一つの駆動制御電圧を提供するように充電を行う第１のコンデンサと、
　第１のスイッチ素子が出力する起動電圧、第１のコンデンサが提供する駆動制御電圧あ
るいは第１の制御素子が出力する逆方向電圧の制御のもとでスイッチ操作を行い、起動電
圧が第２の出力ポートから出力するように制御する第２のスイッチ素子と、を有し、
　前記電圧逆方向モジュールは、
　第３のスイッチ素子が出力する起動電圧の制御のもとでスイッチ操作を行い、逆方向電
圧源が第４のスイッチ素子を通じて第１の出力ポートから出力するように制御する第４の
スイッチ素子と、
　第１の起動電圧信号（ＣＬＫ１）の制御のもとでスイッチ操作を行い、起動電圧源が充
電電圧として第２のコンデンサに出力し、制御電圧として第６のスイッチ素子に出力する
ように制御する第５のスイッチ素子と、
　第４のスイッチ素子がオンになって逆方向電圧源を受け付けたとき、第６のスイッチ素
子をオフにする第２のコンデンサと、
　第５のスイッチ素子、第７のスイッチ素子が出力する制御電圧あるいは第２のコンデン
サの制御のもとでスイッチ操作を行い、起動電圧源が第１の出力ポートから出力するよう
に制御する第６のスイッチ素子と、
　第３の起動電圧信号（ＣＬＫ３）の制御のもとでスイッチ操作を行い、起動電圧源が制
御電圧として第６のスイッチ素子に出力するように制御する第７のスイッチ素子と、を有
し、
　前記補充電圧モジュールは、
　第１の出力ポートが出力する電圧の制御のもとでスイッチ操作を行い、逆方向電圧源が
オフ電圧として第４のスイッチ素子に出力し、且つ逆方向電圧源を第２の出力ポートｋら
出力するように制御する第３の制御素子と、を有し、
　前記電圧シフト制御モジュールは、
　第３の起動電圧信号（ＣＬＫ３）の制御のもとでスイッチ操作を行い、第１のコンデン
サが逆方向電圧源と接続した後に放電するように制御し、逆方向電圧源が制御電圧として
第２のスイッチ素子に出力するように制御する第１の制御素子と、を有し、
　逆方向電圧源は起動電圧シフトモジュールの電圧と逆方向の電圧を出力するために用い
られ、
　起動電圧源は起動電圧シフトモジュールの電圧と同じ方向の電圧を出力するために用い
られる請求項１または請求項２に記載のシフトレジスタ。
【請求項４】
　当該シフトレジスタは、更に、
　電圧シフトモジュールと電圧逆方向モジュールに接続され、起動電圧源が提供する電圧
の制御のもとで、受け付けた電圧シフトモジュールが出力した電圧を電圧安定させた後に
第２の出力ポートから出力し、且つ電圧逆方向モジュールに出力するために用いられる電
圧安定モジュールと、
　電圧逆方向モジュールと電圧安定モジュールに接続され、受け付けた前記電圧逆方向モ
ジュールが第１の出力ポートから出力した電圧と逆方向電圧源が提供する電圧の制御のも
とで、電圧逆方向モジュールが起動電圧と同じ方向の電圧を出力したときに、電圧安定モ
ジュールをオフにするために用いられる電圧安定制御モジュールと、を有する請求項１な
いし請求項３のいずれかに記載のシフトレジスタ。
【請求項５】
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　前記電圧安定モジュールは、
　第２のスイッチ素子が出力する制御電圧あるいは第２の制御素子が出力する制御電圧の
制御のもとでスイッチ操作を行い、起動電圧源が制御電圧として第４のスイッチ素子に出
力するように制御し、起動電圧源が第２の出力ポートから出力するように制御する第３の
スイッチ素子と、を有し、
　前記電圧安定制御モジュールは、
　第１の出力ポートが出力する電圧の制御のもとでスイッチ操作を行い、逆方向電圧源が
オフ電圧として第３のスイッチ素子に出力するように制御する第２の制御素子と、を有す
る請求項４に記載のシフトレジスタ。
【請求項６】
　前記第１ないし第７のスイッチ素子、第１の制御素子ないし第３の制御素子がＮ型電界
効果トランジスタである場合、前記逆方向電圧源は低電圧源（Ｖｇｌ）であり、前記起動
電圧源は高電圧源（Ｖｇｈ）であり、且つ、
　第１のスイッチ素子は、第１の薄膜トランジスタ（Ｍ１）を有し、当該第１の薄膜トラ
ンジスタは第１の起動電圧信号（ＣＬＫ１）を受け付ける一つのゲート極と、起動電圧と
同じ方向の電圧を受け付ける一つのドレイン極と、第２の薄膜トランジスタ（Ｍ２）のゲ
ート極と第１のコンデンサの一端に接続される一つのソース極とを有し、
　第２のスイッチ素子は、第２の薄膜トランジスタ（Ｍ２）を有し、当該第２の薄膜トラ
ンジスタ（Ｍ２）は、第１の薄膜トランジスタ（Ｍ１）のソース極に接続される一つのゲ
ート極と、第２の起動電圧信号（ＣＬＫ２）を受け付ける一つのドレイン極と、第３の薄
膜トランジスタ（Ｍ３）のゲート極に接続される一つのソース極とを有し、
　第１のコンデンサの一端は第２の薄膜トランジスタ（Ｍ２）のゲート極に接続され、他
端は第２の薄膜トランジスタ（Ｍ２）のソース極に接続され、
　第３のスイッチ素子は、第３の薄膜トランジスタ（Ｍ３）を有し、当該第３の薄膜トラ
ンジスタ（Ｍ３）は、第２の薄膜トランジスタ（Ｍ２）のソース極に接続される一つのゲ
ート極と、高電圧源（Ｖｇｈ）を受け付ける一つのドレイン極と、第４の薄膜トランジス
タ（Ｍ４）のゲート極と第２の出力ポートに接続される一つのソース極とを有し、
　第４のスイッチ素子は、前記第４の薄膜トランジスタ（Ｍ４）を有し、当該第４の薄膜
トランジスタ（Ｍ４）は、第３の薄膜トランジスタ（Ｍ３）のソース極に接続される一つ
のゲート極と、第１の出力ポートに接続される一つのドレイン極と、低電圧源（Ｖｇｌ）
を受け付ける一つのソース極とを有し、
　第５のスイッチ素子は、第５の薄膜トランジスタ（Ｍ５）を有し、当該第５の薄膜トラ
ンジスタ（Ｍ５）は、第１の起動電圧信号（ＣＬＫ１）を受け付ける一つのゲート極と、
高電圧源（Ｖｇｈ）を受け付ける一つのドレイン極と、第６の薄膜トランジスタ（Ｍ６）
のゲート極に接続される一つのソース極とを有し、
　第２のコンデンサの一端は前記第６の薄膜トランジスタ（Ｍ６）のゲート極に接続され
、他端は前記第６の薄膜トランジスタ（Ｍ６）のソース極に接続され、
　第６のスイッチ素子は、前記第６の薄膜トランジスタ（Ｍ６）を有し、当該第６の薄膜
トランジスタは、前記第５の薄膜トランジスタ（Ｍ５）と第７の薄膜トランジスタ（Ｍ７
）のソース極に接続される一つのゲート極と、高電圧源（Ｖｇｈ）を受け付ける一つのド
レイン極と、第４の薄膜トランジスタ（Ｍ４）のドレイン極に接続され、第１の出力ポー
トに接続される一つのソース極とを有し、
　第７のスイッチ素子は、前記第７の薄膜トランジスタ（Ｍ７）を有し、当該第７の薄膜
トランジスタ（Ｍ７）は、第３の起動電圧信号（ＣＬＫ３）を受け付ける一つのゲート極
と、高電圧源（Ｖｇｈ）を受け付ける一つのドレイン極と、第６の薄膜トランジスタ（Ｍ
６）のゲート極に接続される一つのソース極とを有し、
　第１の制御素子は、第８の薄膜トランジスタ（Ｍ８）を有し、当該第８の薄膜トランジ
スタ（Ｍ８）は、第３の起動電圧信号（ＣＬＫ３）を受け付ける一つのゲート極と、第２
の薄膜トランジスタ（Ｍ２）のゲート極に接続される一つのドレイン極と、低電圧源（Ｖ
ｇｌ）を受け付ける一つのソース極とを有し、
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　第２の制御素子は、第９の薄膜トランジスタ（Ｍ９）を有し、当該第９の薄膜トランジ
スタ（Ｍ９）は、第４の薄膜トランジスタ（Ｍ４）のドレイン極に接続される一つのゲー
ト極と、第３の薄膜トランジスタ（Ｍ３）のゲート極に接続される一つのドレイン極と、
低電圧源（Ｖｇｌ）を受け付ける一つのソース極とを有し、
　第３の制御素子は、第１０の薄膜トランジスタ（Ｍ１０）を有し、当該第１０の薄膜ト
ランジスタは、第４の薄膜トランジスタ（Ｍ４）のドレイン極に接続される一つのゲート
極と、第３の薄膜トランジスタ（Ｍ３）のソース極に接続される一つのドレイン極と、低
電圧源（Ｖｇｌ）を受け付ける一つのソース極と、を有する請求項５に記載のシフトレジ
スタ。
【請求項７】
　前記第１ないし第７のスイッチ素子、第１の制御素子ないし第３の制御素子がＰ型電界
効果トランジスタである場合、前記逆方向電圧源は高電圧源（Ｖｇｈ）であり、前記起動
電圧源は低電圧源（Ｖｇｌ）であり、且つ、
　第１のスイッチ素子は、第１の薄膜トランジスタ（Ｍ１）を有し、当該第１の薄膜トラ
ンジスタ（Ｍ１）は第１の起動電圧信号（ＣＬＫ１）を受け付ける一つのゲート極と、起
動電圧と同じ方向の電圧を受け付ける一つのドレイン極と、第２の薄膜トランジスタ（Ｍ
２）のゲート極に接続される一つのソース極とを有し、
　第２のスイッチ素子は、前記第２の薄膜トランジスタ（Ｍ２）を有し、当該第２の薄膜
トランジスタ（Ｍ２）は、前記第１の薄膜トランジスタ（Ｍ１）のソース極に接続される
一つのゲート極と、第２の起動電圧信号（ＣＬＫ２）を受け付ける一つのドレイン極と、
第３の薄膜トランジスタ（Ｍ３）のゲート極に接続される一つのソース極とを有し、
　第１のコンデンサの一端は第２の薄膜トランジスタ（Ｍ２）のゲート極に接続され、他
端は第２の薄膜トランジスタ（Ｍ２）のソース極に接続され、
　第３のスイッチ素子は、前記第３の薄膜トランジスタ（Ｍ３）を有し、当該第３の薄膜
トランジスタ（Ｍ３）は、前記第２の薄膜トランジスタ（Ｍ２）のソース極に接続される
一つのゲート極と、低電圧源（Ｖｇｌ）を受け付ける一つのドレイン極と、第４の薄膜ト
ランジスタ（Ｍ４）のゲート極と第２の出力ポートに接続される一つのソース極とを有し
、
　第４のスイッチ素子は、前記第４の薄膜トランジスタ（Ｍ４）を有し、当該第４の薄膜
トランジスタ（Ｍ４）は、前記第３の薄膜トランジスタ（Ｍ３）のソース極に接続される
一つのゲート極と、第１の出力ポートに接続される一つのドレイン極と、高電圧源（Ｖｇ
ｈ）を受け付ける一つのソース極とを有し、
　第５のスイッチ素子は、第５の薄膜トランジスタ（Ｍ５）を有し、当該第５の薄膜トラ
ンジスタ（Ｍ５）は、第１の起動電圧信号（ＣＬＫ１）を受け付ける一つのゲート極と、
低電圧源（Ｖｇｌ）を受け付ける一つのドレイン極と、第６の薄膜トランジスタ（Ｍ６）
のゲート極に接続される一つのソース極とを有し、
　第２のコンデンサの一端は第６の薄膜トランジスタ（Ｍ６）のゲート極に接続され、他
端は第６の薄膜トランジスタ（Ｍ６）のソース極に接続され、
　第６のスイッチ素子は、前記第６の薄膜トランジスタ（Ｍ６）を有し、当該第６の薄膜
トランジスタは、前記第５の薄膜トランジスタ（Ｍ５）のソース極に接続される一つのゲ
ート極と、低電圧源（Ｖｇｌ）を受け付ける一つのドレイン極と、第１の出力ポートに接
続される一つのソース極とを有し、
　第７のスイッチ素子は、第７の薄膜トランジスタ（Ｍ７）を有し、当該第７の薄膜トラ
ンジスタ（Ｍ７）は、第３の起動電圧信号（ＣＬＫ３）を受け付ける一つのゲート極と、
低電圧源（Ｖｇｌ）を受け付ける一つのドレイン極と、前記第６の薄膜トランジスタ（Ｍ
６）のゲート極に接続される一つのソース極とを有し、
　第１の制御素子は、第８の薄膜トランジスタ（Ｍ８）を有し、当該第８の薄膜トランジ
スタ（Ｍ８）は、第３の起動電圧信号（ＣＬＫ３）を受け付ける一つのゲート極と、前記
第２の薄膜トランジスタ（Ｍ２）のゲート極に接続される一つのドレイン極と、高電圧源
（Ｖｇｈ）を受け付ける一つのソース極とを有し、
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　第２の制御素子は、第９の薄膜トランジスタ（Ｍ９）を有し、当該第９の薄膜トランジ
スタ（Ｍ９）は、前記第４の薄膜トランジスタ（Ｍ４）のドレイン極に接続される一つの
ゲート極と、第３の薄膜トランジスタ（Ｍ３）のゲート極に接続される一つのドレイン極
と、高電圧源（Ｖｇｈ）を受け付ける一つのソース極とを有し、
　第３の制御素子は、第１０の薄膜トランジスタ（Ｍ１０）を有し、当該第１０の薄膜ト
ランジスタは、前記第４の薄膜トランジスタ（Ｍ４）のドレイン極に接続される一つのゲ
ート極と、前記第３の薄膜トランジスタ（Ｍ３）のソース極に接続される一つのドレイン
極と、高電圧源（Ｖｇｈ）を受け付ける一つのソース極と、を有する請求項５に記載のシ
フトレジスタ。
【請求項８】
　シフトレジスタがシフトを実現する方法であって、前記シフトレジスタは、電圧シフト
モジュールと、電圧逆方向モジュールと、補充電圧モジュールと、電圧シフト制御モジュ
ールと、第１の出力ポートと、第２の出力ポートとを有し、当該方法は、
　電圧シフトモジュールは、第１の起動電圧の制御のもとで起動電圧と同じ方向の電圧を
受け付け、第２の起動電圧信号の制御のもとで第２の出力ポートから起動電圧と同じ方向
の電圧を出力し、
　電圧逆方向モジュールは、受け付けた電圧シフトモジュールが出力した電圧の制御のも
とで、起動電圧と逆方向の電圧を、前記第１の出力ポートから出力し、第１の起動電圧と
第３の起動電圧の制御のもとで、起動電圧と同じ方向の電圧を前記第１の出力ポートから
出力し、
　補充電圧モジュールは、受け付けた前記電圧逆方向モジュールが出力した電圧の制御の
もとで、電圧逆方向モジュールが起動電圧を出力した場合に、前記第２の出力ポートから
前記起動電圧と逆方向の電圧を出力し、
　電圧シフト制御モジュールは、受け付けた第３の起動電圧の制御のもとで、電圧逆方向
モジュールが起動電圧を出力した場合に、電圧シフトモジュールのオフを制御する方法。
【請求項９】
　駆動回路であって、第１段のシフトレジスタと、最後の段のシフトレジスタと、少なく
とも一つの中間の段のシフトレジスタを有し、それぞれのシフトレジスタは請求項１～７
のいずれかに記載のシフトレジスタであり、前記シフトレジスタ間はカスケード接続方式
で接続され、一段上のシフトレジスタにおける第２の出力ポートは一段下のシフトレジス
タの電圧シフトモジュールに接続され、
　第１段のシフトレジスタは、外部電圧を受け付け、第２の出力ポートから一段下のシフ
トレジスタに電圧を出力し、且つ第１の出力ポートから第２の出力ポートが出力する電圧
と逆方向の電圧を出力するために用いられ、
　それぞれの中間の段のシフトレジスタは、一段上のシフトレジスタの第２の出力ポート
が出力する電圧を受け付け、各自の第２の出力ポートから一段下のシフトレジスタに電圧
を出力し、且つ各自の第１の出力ポートから各自の第２の出力ポートが出力する電圧と逆
方向の電圧を出力するために用いられ、
　最後の段のシフトレジスタは、一段上のシフトレジスタの第２の出力ポートが出力する
電圧を受け付け、且つ第１の出力ポートからその第２の出力ポートが出力する電圧と逆方
向の電圧を出力するために用いられ、
　一段上のシフトレジスタの第１の起動電圧信号のオフを制御した後、一段下のシフトレ
ジスタの第１の起動電圧信号のオンを制御する、駆動回路。
【請求項１０】
　表示装置であって、請求項９に記載の駆動回路を有する表示装置。
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